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今
年
は
暖
冬
気
味
に
な
る
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
例
年
ど
お
り
き
び
し
い

寒
さ
が
つ
づ
い
て
い
ま
す
。
年
明
け
の

ご
挨
拶
が
遅
れ
ま
し
た
が
、
今
年
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
大
川
美
術
館
で
は
、
一
月
二
十

七
日
よ
り
「
コ
レ
ク
タ
ー
の
目
」
と

題
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
を
開
催
し
ま

す
。
こ
の
展
覧
会
で
は
、
サ
ブ
タ
イ
ト

ル
を
「
大
川
栄
二
生
誕
1
0
0
年
記
念
」

と
い
た
し
ま
し
た
。
当
美
術
館
の
創
設

者
で
初
代
館
長
だ
っ
た
大
川
栄
二
（
一

九
二
四
―
二
〇
〇
八
）
が
、
桐
生
に
生

ま
れ
て
一
〇
〇
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
記
念
に
開
催
す
る
も
の
で
す
。（
会

期
：
三
月
三
一
日
ま
で
）

　「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
・
コ
レ
ク
タ
ー
」
と

自
称
し
な
が
ら
、
四
〇
年
以
上
に
わ
た

り
美
術
作
品
の
収
集
に
つ
と
め
、
一
九

八
九
（
平
成
元
）
年
に
は
、
こ
の
桐
生

の
地
に
美
術
館
を
開
館
し
ま
し
た
。
コ

レ
ク
タ
ー
と
し
て
の
大
川
栄
二
は
、
独

特
の
価
値
観
と
感
性
を
も
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
自
ず
と
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
性
格
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
大
川
が
作
り
あ
げ
た
「
松
本

竣
介
・
野
田
英
夫
と
人
脈
」
図
と
い
う

一
枚
の
図
表
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

彼
が
最
も
愛
し
、
収
集
に

つ
と
め
た
画
家
で
あ
る
松
本

竣
介
（
一
九
一
二
―
四
八
）

と
野
田
英
夫
（
一
九
〇
八

―
三
九
）
を
中
心
に
、
彼

ら
の
交
友
、
師
弟
、
ま
た

影
響
の
関
係
か
ら
画
家
た

ち
の
名
前
を
列
挙
し
た
人

脈
図
で
す
。
こ
の
人
脈
図

で
は
画
家
同
士
の
関
係
が

親
密
だ
っ
た
場
合
は
近
く

に
、
ま
た
そ
れ
ほ
ど
で
も

な
か
っ
た
場
合
は
遠
く
に

名
前
が
あ
げ
ら
れ
て
い
て
、

歴
史
的
な
展
開
は
顧
慮
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
今
回
の
展
示
で
は
、
こ
の
人
脈
図

に
沿
っ
て
作
品
を
展
示
し
て
み
ま
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
、
コ
レ
ク
タ
ー
大
川
の

個
性
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
異
色
」

の
画
家
た
ち
で
す
。
大
川
の
言
葉
に
よ

れ
ば
、「
異
色
」
の
画
家
た
ち
と
は
、「
一

途
に
詩
魂
を
塗
り
込
め
な
が
ら
夭
折
す

る
か
、
時
流
に
媚
び
ず
、
あ
く
ま
で
も

そ
の
強
い
個
性
的
画
趣
の
た
め
に
常
に

在
野
に
あ
り
、
生
存
中
は
一
般
的
に
は

無
名
」
で
し
た
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中

か
ら
、
大
川
に
よ
っ
て
発
掘
さ
れ
た

「
異
色
」
の
画
家
た
ち
6
人
の
作
品
を

紹
介
し
ま
す
。

　
ひ
と
り
の
個
性
的
な
コ
レ
ク
タ
ー
に

よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
作
品
の
数
々
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　（
大
川
美
術
館
館
長
・
田
中
　
淳
）
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第39回法人会全国大会（群馬大会）第39回法人会全国大会（群馬大会）
　第39回法人会全国大会（群馬大会）が10月18日群馬県高崎市の高崎芸術劇場並びにメトロポリタン
高崎を会場に、国税庁 住澤 整 長官や群馬県 山本知事 など多数の来賓を招いて全国大会を開催しま
した。この全国大会は法人会「税制改正に関する提言」の内容を発表する場であるとともに全国各地
の法人会の代表が一堂に会し、相互の交流と研さんを通じてより一層の連携を深めることを目的に
全国各地で年 1回開催しています。
　当日は、全国から 1,500 名の企業経営者が参加し、令和 6 年度税制改正提言の報告や青年部会による
租税教育活動の事例発表などが行われました。
　群馬県内各法人会役員（親会役員、青年部会、女性部会）が全国からの参加者を会場にて出迎え、
各会場で接待にあたりました。桐生法人会からは 20 名が運営スタッフとして参加しました。

　われわれ法人会は、「税のオピニオンリーダーたる経営者の団体」として、「税制改正に関
する提言」や租税教育、企業の税務コンプライアンス向上に資する「自主点検チェックシート」
の普及など、税を中心とする活動を積極的に展開しながら、広く社会へ貢献している。
　わが国の社会経済活動に大打撃を与えたコロナ禍は、ほぼ収束し、急激な物価上昇も一時
に比べ、落ち着きを取り戻しつつある。
　こうした中、政府が打ち出した少子化対策や防衛力の抜本強化については財源の具体的な
内容が定まっておらず、安定性を欠いていると言わざるを得ない。加えて、コロナ禍でさら
に積み上がった国債残高は先進国でも突出しており、返済計画の策定が重要な課題である。
　歳出だけを先行させ財源論が置き去りになったままでは、財政規律の毀損が決定的となり
かねない。まずは、2025年度の基礎的財政収支の黒字化目標を確実に達成し、その後の財政
健全化についても並行して議論を開始すべきである。
　また、今月から導入されたインボイス制度は、事業者の事務負担増や適格請求書発行事業
者と免税事業者との取引に変化が生じると言った懸念がある。政府は、国民や事業者への影
響を検証し、問題があれば制度の是非を含めて見直す必要がある。地域経済や雇用の担い手
である中小企業には、コロナ禍による打撃から回復していないケースも少なくない。実効性
ある税財政上の支援が必要であり、法人会は「中小企業の活性化に資する税制」、「事業承継
税制の抜本的改革」等を中心とする「税制改正に関する提言」の実現を強く求めるものである。
　創設以来、納税意識の向上に努めてきた法人会は、全国の会員企業の総意として、以上
宣言する。

税制改正に関するスローガン
○財政健全化は国家的課題。負担を先送りせず現世代で解決を !
○企業への過度な保険料負担を抑制し、経済成長を阻害しない社会保証制度の確立を !
○経済再生には中小企業の力が不可欠。健全な経営に取り組む企業に実効性ある支援を !
○中小企業は地域経済と雇用の担い手。本格的な事業承継税制の創設を !

大　会　宣　言

令和5年10月18日
全国法人会総連合全国大会



令
和
五
年
度 

納
税
表
彰
式

第
十
三
回 

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

税
を
考
え
る
週
間
協
賛
事
業

前
川
喜
平
氏
「
日
本
の
課
題
と
未
来
」
語
る

　税
の
意
義
や
役
割
な
ど
を
正
し
く

理
解
し
、
納
税
意
義
の
向
上
に
向
け

て
取
り
組
む「
税
を
考
え
る
週
間
」（
毎

年
十
一
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
）
行

事
の
一
環
と
し
て
桐
生
法
人
会
は
十

一
月
二
十
七
日
、
元
文
部
科
学
事
務

次
官
の
前
川
喜
平
氏
に
よ
る
講
演
会

を
桐
生
商
工
会
議
所
会
館
ケ
ー
ビ
ッ

ク
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　前
川
氏
は
一
九
五
五
年
奈
良
県
生

ま
れ
、
東
京
大
学
法
学
部
を
卒
業
後

文
部
省
（
現
・
文
部
科
学
省
）
に
入
省

大
臣
官
房
長
、
初
等
中
等
教
育
局
長
、

文
部
科
学
事
務
次
官
な
ど
を
歴
任
し

二
〇
一
七
年
に
退
官
。
現
在
は
現
代
教

育
行
政
研
究
会
代
表
を
務
め
、
傍
ら
、

自
主
夜
間
中
学
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
も
活

動
し
て
い
る
。
著
書
に
「
コ
ロ
ナ
期
の

学
校
と
教
育
政
策
」、「
日
本
の
教
育
、

ど
う
し
て
こ
う
な
っ
た
？
」、「
右
傾
化
・

女
性
蔑
視
・
差
別
の
日
本
の
「
お
じ
さ

ん
」
政
治
、「
官
僚
崩
壊
」、「
官
僚
の

本
分
」、「
生
き
づ
ら
さ
に
立
ち
向
か

う
」、「
同
調
圧
力
」 

な
ど

　前
川
さ
ん
は
子
ど
も
の
不
登
校
や
自

殺
が
増
え
て
い
る
背
景
に
つ
い
て
持
論

を
展
開
「
学
問
に
は
利
益
に
つ
な
が
ら

な
く
て
も
、価
値
が
あ
る
も
の
が
あ
る
」

と
警
鐘
を
鳴
ら
し
、「
損
得
で
は
な
く
、

地
域
が
公
共
的
に
子
ど
も
を
支
え
る

仕
組
み
が
重
要
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　令
和
五
年
度
の
納
税
表
彰
式
が
十
一

月
十
四
日（
火
）桐
生
商
工
会
議
所
会
館

に
お
い
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　納
税
表
彰
は
、
税
務
行
政
に
功
績
の

あ
っ
た
関
係
団
体
の
役
員
等
の
功
労
表

彰
で
、
当
桐
生
法
人
会
関
係
で
は
副
会

長
の
山
藤
浩
一
氏
が
桐
生
税
務
署
長
表

彰
、
副
会
長
篠
原
敏
氏
が
桐
生
行
政
県

税
事
務
所
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
の

入
選
者
表
彰
も
行
わ
れ
関
東
信
越
国
税

局
長
賞
並
び
に
「
税
に
関
す
る
高
校
生

の
作
文
に
対
し
て
群
馬
県
租
税
教
育
推

進
協
議
会
長
賞
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　女
性
部
会
が
主
体
と
な
り
桐
生
市
・

み
ど
り
市
の
小
学
四
年
生
か
ら
六
年
生

を
対
象
に
「
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
表

彰
式
」
が
十
一
月
二
十
八
日
に
桐
生
商

工
会
議
所
会
館
ケ
ー
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
二
十
三
校

か
ら
千
三
百
三
十
七
点
の
応
募
が
あ
り

審
査
の
結
果
、
三
十
一
点
の
優
秀
賞
と

十
一
小
学
校
が
優
秀
学
校
賞
と
し
て
選

定
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
津
久
井
会
長

は
じ
め
桐
生
税
務
署
長
、
桐
生
市
教
育

長
、
み
ど
り
市
教
育
長
、
桐
生
税
理
士

会
支
部
長
に
よ
り
入
賞
さ
れ
た
児
童
に

対
し
賞
状
並
び
に
記
念
品
の
伝
達
が

あ
り
ま
し
た
。

前川  喜平氏

特
別
講
演
会

受賞者一同

篠原　敏氏

山藤 浩一氏
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女
性
部
会

税
制
改
正
に
関
す
る
提
言

令
和
六
年
度

税
制
改
正
に
関
す
る
提
言

　全
法
連
理
事
会
に
て
承
認
後
、
十
月

十
八
日
開
催
の
全
国
大
会
群
馬
大
会
に

お
い
て
発
表
さ
れ
た
令
和
六
年
度
税
制

改
正
に
関
す
る
提
言
書
を
去
る
十
二
月

三
日
に
井
野
衆
議
院
議
員
、
八
日
に
、

荒
木
桐
生
市
長
、
須
藤
み
ど
り
市
長
、

並
び
に
人
見
桐
生
市
議
会
議
長
、
杉
山

み
ど
り
市
議
会
議
長
に
津
久
井
会
長
、

阿
部
事
務
局
長
に
よ
り
提
出
し
ま
し
た
。

　
　提
言
内
容
は
、

一
、
財
政
健
全
化
は
国
家
的
課
題
。
負

担
を
先
送
り
せ
ず
現
世
代
で
解
決
を
！

二
、
企
業
へ
の
過
度
な
保
険
料
負
担
を

抑
制
し
、
経
済
成
長
を
阻
害
し
な
い

社
会
保
障
制
度
の
確
立
を
！ 

三
、
経
済
再
生
に
は
中
小
企
業
の
力
が

不
可
欠
。
健
全
な
経
営
に
取
り
組
む
企

業
に
実
効
性
あ
る
支
援
を
！ 

四
、
中
小
企
業
は
地
域
経
済
と
雇
用
の

担
い
手
。
本
格
的
な
事
業
承
継
税
制
の

創
設
を
！
を
令
和
六
年
度
税
制
改
正

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

　な
お
提
言
書
の
詳
細
は
桐
生
法
人
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
ご
欄
く
だ
さ
い
。

税制改正提言書提出

令
和
六
年
度

一般優勝
峰岸 康雄氏

　十
一
月
三
日（
金
）赤
城
カ
ン
ト
リ
ー

倶
楽
部
に
お
い
て
第
十
四
回
桐
生
法
人

会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し

た
。
今
回
の
参
加
者
は
四
十
三
名
の
会

員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　表
彰
式
は
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
終
了
後
に

令
和
元
年
以
来
、
四
年
ぶ
り
に
表
彰
式

並
び
に
懇
親
会
を
開
催
し
賞
品
の
授
与

を
行
い
ま
し
た
。

　成
績
は
次
の
と
お
り
で
す

◇
一
般
男
子
（
六
十
四
歳
ま
で
）

優

　勝

　峰
岸
康
雄

　

準
優
勝

　中
山
賀
司

第
三
位

　川
島
將
史

◇
シ
ニ
ア
・
女
子
（
六
十
五
歳
以
上

　男
子
・
女
子
）

優

　勝

　渡
邊
幸
男

準
優
勝

　津
久
井
真
澄

第
三
位

　山
本

　豊

　尚
、
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て

参
加
者
か
ら
お
預
か
り
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ

募
金
を
桐
生
市
地
区
赤
十
字
有
功
会
に

災
害
支
援
金
十
万
円
を
手
渡
し
ま
し
た
。

   

第
十
四
回 

桐
生
法
人
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会

   

第
十
四
回 

桐
生
法
人
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会

シニア・女子優勝
渡邊 幸男氏

荒木市長に寄付金を手渡す
津久井会長
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　女
性
部
会
で
は
、
十
二
月
十
三
日
に

東
京
方
面
へ
の
視
察
研
修
会
を
新
井
部

会
長
他
二
十
六
名
の
参
加
に
よ
り
実
施

し
ま
し
た
。

　桐
生
地
場
産
セ
ン
タ
ー
を
出
発
し
、

日
比
谷
聘
珍
楼
で
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ

に
よ
る
昼
食
を
堪
能
し
て
歌
舞
伎
座
に

移
動
し
「
爪
王
、
俵
星
玄
蕃
」
を
観
劇

し
ま
し
た
。
昨
年
に
続
き
東
京
方
面

視
察
に
部
会
員
一
同
が
一
日
を
通
し

て
意
義
の
あ
る
視
察
研
修
会
と
な
り
、

部
会
員
の
親
睦
を
深
め
つ
つ
帰
桐
し

ま
し
た
。

女
性
部
会 

視
察
研
修
会視察研修会

　

新入会員紹介
（令和4.12.1～令和5.11.6） （順不同・敬称略）

企 業 名 住　　所代 表 者
光榮鍍金工業㈱
㈱大下総合
コネクト合同会社
㈲あさくら
㈲青木建材
サポートラボ㈱
㈱K-DESIGN
㈲栄機工
喜緑㈱

桐生市相生町4－332－3
桐生市相生町1－317－9
桐生市堤町2－3－21
桐生市仲町2－6－12
桐生市新里町板橋834－2
桐生市広沢町3－3956－4
桐生市新里町新川2137－5
桐生市相生町2－545－22
桐生市東2－14－27

丹羽　慎一
湯淺　桂子
水田　一重
朝倉　康行
青木　幹則
丹羽　　稔
松島　啓治
宮下　尚之
森山　美季

業　種
鍍金業
一般土木建築工事業
衣料品加工・各種繊維製品刺繍
その他衣服卸売業
一般土木建築工事業
一般電気工事業
発泡・強化プラスチック製品加工業
金属製品製造業
飲食業

インターネットセミナーをご活用下さい。
桐生法人会ホームページ ［kiryu-houjinkai.jp］ から無料で視聴できます。

ここをクリック！！

〈インターネットセミナー　ページ〉

 ID・パスワードは　会員 ID：hj0815
                   　　　パスワード：1211

桐生法人会では、会社や自宅にいながらインターネットでセミナーが受講できる「セミナーオンデマンドサービス」の提供を
行っています。
一流の講師陣による経営や財務はもちろん、経済やライフスタイル等の内容の１００タイトルを超えるセミナーを桐生法人会
ホームページのバナーをクリックするだけで無料にて何時でもお好きな時にご視聴いただけます。
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十
一
月
九
日
・
十
日
・
十
一
日
山
形

県
山
形
市
で
第
三
十
七
回
法
人
会
全
国

青
年
の
集
い
山
形
大
会
が
「
為
せ
ば
成

る
！
〜
感
謝
と
恩
返
し
の
想
い
を
胸
に

〜
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
青
年
部
会
か
ら
は
野
村
部
会
長
他
十

七
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
一
日
目
に
開
催
さ
れ
た
租
税
教
育
活

動
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
各
局
連

代
表
十
一
法
人
会
の
青
年
部
会
か
ら

発
表
し
、
続
い
て
健
康
経
営
大
賞
と
し

て
五
法
人
会
と
五
企
業
か
ら
プ
レ
ゼ
ン

が
あ
り
、
今
後
の
青
年
部
活
動
が
発
展

し
て
行
く
為
の
ヒ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
二
日
目
午
前
の
部
会
長
サ
ミ
ッ
ト
で

は
会
員
拡
大
・
租
税
教
育
活
動
の
効
果

に
つ
い
て
を
テ
ー
マ
に
協
議
し
、
部
会

員
増
強
で
は
、
多
く
の
会
員
を
活
動
に

巻
き
込
む
手
法
な
ど
、
各
単
会
が
発
信

力
強
化
の
た
め
に
ど
の
様
に
取
り
組
ん

で
い
る
か
を
共
有
し
、
課
題
解
決
の
一
助

と
な
る
こ
と
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。
租

税
教
育
活
動
に
つ
い
て
は
、
次
世
代
を

担
う
子
供
た
ち
が
少
し
で
も
豊
か
に
な

れ
る
よ
う
な
租
税
教
育
活
動
の
在
り
方
を

改
め
て
考
え
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
記
念
講
演
を
開
催
。
講
師

に
は
ヤ
マ
ガ
タ
デ
ザ
イ
ン
㈱
代
表
取
締
役

の
山
中
大
介
氏
が
「
自
ら
が
リ
ス
ク
を

取
っ
て
挑
戦
す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
価
値

が
あ
る
。」
を
テ
ー
マ
に
「
や
れ
ば
で

き
る
」
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
改
め
て

山
形
か
ら
広
く
全
国
に
発
信
し
、
私
た

ち
青
年
部
会
員
が
相
互
扶
助
の
も
と
、

感
謝
と
恩
返
し
の
想
い
を
持
ち
地
域
を

活
性
化
す
る
た
め
の
探
求
心
や
行
動
力

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
で
あ
る
と
話
さ

れ
ま
し
た
。
大
会
式
典
会
場
の
や
ま
ぎ

ん
県
民
ホ
ー
ル
に
は
全
国
か
ら
二
、〇

〇
〇
名
の
青
年
部
会
員
が
集
い
、
大
会

式
典
で
は
大
会
実
行
委
員
長
が
「
山
形

大
会
宣
言
」
を
読
み
上
げ
、
次
回
開

催
地
福
井
県
の
大
会
会
長
に
大
会
旗
を

伝
達
を
し
て
盛
会
裡
に
閉
会
し
ま
し
た
。

第
三
十
七
回  

全
国
青
年
の
集
い（
山
形
大
会
）

第
三
十
七
回  

全
国
青
年
の
集
い（
山
形
大
会
）全国青年の集い山形大会

－  7  －

 株式会社 増田コーポレーション
消防設備等設計・施工・管理

本　社 群馬県桐生市相生町3丁目446－17
TEL.0277-52-6631

事務所 群馬県伊勢崎市国定町 1 丁目34－1
TEL.0270-20-8885〒376-0013　群馬県桐生市広沢町1丁目2528

　　　　　　TEL.0277-54-1657

株式会社 蛭間木工所

URL. http://www.hirumamokkousyo.co.jp
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群馬支社/

TEL 027-223-5260

群馬支店/

TEL 027-223-5771


